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ス担当）。放送大学客員教授（TV「身近な統計」主任講師）。日本学術会議連携会員。独立行政法人統計センター特

別参与。統計グラフ全国コンクール審査会委員長。専門は統計学と統計教育。第17回日本統計学会賞受賞。平成29

年度科学技術分野の文部科学大臣賞受賞。著書として『身近な統計』（共著・放送大学教育振興会）、『今日から役立
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